経済基盤仮説の実証
①各産業の従業者数の残産業に占める構成比を求める。
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②都市ｊの産業ｉの構成比が全国と同じであると想定すると、都市ｊにおける産業ｉの従業者数は
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③実際の従業者数との乖離は
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④特化係数を求める


[image: image5.wmf]/

ij

ijj

ijij

iij

L

L

LL

å

ååå


⑤移出部門は特化係数が「１．０」を超えている産業、すなわち、
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の産業は、当該都市における基盤産業であると見なす。
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である産業に関して、その合計を求める。これを都市ｊの基盤部門の従業者数
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と考える。
⑥都市ｊの全産業の従業者とこれとの差が非基盤産業の従業者数
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となる。

⑦基盤・非基盤比率を求める。
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⑧基盤乗数値を求める。
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　したがって、経済基盤乗数値は
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